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1954年度に於ける花山天文壷談話會
〔第一一tu　ユ月25日15時〕
山本手長　“Short　statistics　of　Variable　Stars”
　1933年終末に於ける　Pragerの攣星表よりして1ρng　Period，　Irregular・Cepheids，
　Eclipsing　variables及びUnknown　characterの攣星総数6081個について，それが天球
　上に於ける位置によるPercentageの比較研究・
〔第二周　2月1日エ5時〕
小山理學士‘‘1928－1931年間の攣星槻測譲告”
藤井氏　‘‘1933年十一刀の獅子座流星の観測報告に出て”
〔第三同　2月8日15時〕
宮本正太郎氏　“Mirrorのaluminlumメッキについて”
山本蔓長“漁業用ガラス玉”ユ933年春北米海岸に日本より漂着したものの話
　“三球儀”山口重犯井町の朝枝松太郎作三球儀の紹介．
　“高松の限石につv・て”去10，月29日落下せ・るもの，松山博士の研究を紹介・
〔第四周　3月8日15時〕
平井利朗氏　“日食槻測行”
〔第五「司　4月12日15時〕
山本蔓長“1925年第2彗星（1927i）の攣光につv・て”
　他の彗星に類のない著しい攣光が獲見されて以來此の星により多くの眼が集中され
　る様になった・今年も3刀10日より】4日に渡ってヤ1キ1ス天丈塁では18等；より12
　等に増光された此の彗星を迎へ途つた．此等に關する過去七年間の攣光史である・
〔第六圃　5月5日15時〕
山本早耳　“　W・Baumann　und　R・Mec1くe登表のDas　Ultravote　Sonnenspektrum　vonλ
　10000bis），7600　A，E．の紹介”
小山理畢士　　Schneller：　‘‘Untersuchung．　en　Uber　kurzbrennweitige　photographische
　Objective　und　deren　Verwendung　bei　den　Beobachtungen　Uber　Vertinderliclie　Sterne・　”
稻葉理撃士　“Double　starの槻測法”
〔第七同　5月19日15時〕
柴田理撃士“Kepler　Equation解法の器械読明”
廣
告
天界毯號を頒ちます！！
第一巻第一號より全巻に捗り在庫
巻の古いものは部数僅少で爾ほ多少欠號もありますから，御
希望の方は一鷹御問合せ下さい，（精細は警告欄参照）
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